
CSRポリシーとCSRガイドラインの制定

　当社のCSRの基本的な考え方を共有するために社会の要請、経営理念を基にしてCSRポリシーを制定し、CSRポリシーの
解説書としてCSRガイドラインを発行しました。

マテリアリティ策定プロセス

　当社グループが取り組むべき社会課題は何かを、ステークホルダーの関心度と、当社の重要度を勘案して、2020年12月に
15項目のマテリアリティ（重要課題）として定めました。事業を通じての課題解決として3項目、事業を支える基盤活動として
12項目あります。
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国際的ガイドライン※

項目の内部評価
（当社にとっての重要度
で層別）

GRI 36項目とSDGs 1項
目、合計37項目について
当社にとっての重要度の
観点から社内関係部署に
ヒアリングし点数化（3段
階評価）

国際的ガイドライン
項目の外部評価
（ステークホルダーの関
心度で層別）

外部評価機関が着目する
課題とベンチマーク4社
が重要としている項目の
会社数を加点し、3段階
に層別（第三者機関にて
評価）

重要課題
（マテリアリティ）の抽出
当社にとっての重要度とス
テークホルダーの関心度が
「特に高い領域」に位置する
項目を最重要視すべき課題
と判定。

重要課題
（マテリアリティ）の特定
5つの重要テーマと重要課題
15項目を決定。

※ISO26000（2010年制定 の
CSRのガイダンス規格）、
SDGs（持続可能な開発目標
2015年国連採択）、GRIスタ
ンダード（2016年制定の統
合レポート記入項目のガイ
ドライン）
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事業活動を通じての課題解決 事業を支える基盤活動

革新的な製品開発を通じて
社会課題を解決する
˔ 社会՝ղܾܕ։ൃ

働く意欲を高め、成長と社会への貢献を促す
˔ ࿑ಇ҆શӴੜɹ˔ ਓ財ҭ
˔ ଟ༷ ʢੑμΠόʔγςΟʣ

ガバナンスの強化とサプライチェーン
全体での公正な取引の実現
˔ ίʔϙϨʔτΨόφϯεɹ˔ ഊࢭ
˔ શ社$43 ମ੍ͷߏ࠶ஙɹ˔ ڝ૪తߦҝ
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環境への負荷を低減する
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顧客の安心安全を支える
٬ͷ҆શ・࣭อূސ ˔
˔ 情報ηΩϡϦςΟͷਪਐ
ʢίωΫςουʣ

CSR推進体制

　マテリアリティ策定のプロセスの中で、社会課題に関わる部署を特定し、担当範囲を協議のうえ決定しました。
　総務部が事務局を担当し、方針管理と経営陣への報告を執り行います。
　また、CSRポリシーは経営方針と別にあるのではなく、統合することにより全社でサステナビリティの推進を図っています。
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